（別紙２）
現況および実施計画書

１　事業の現状と経営の考え方
	[bookmark: _Hlk104277540]※以下の事項を参考に、計５００～１，０００字程度で記入してください。
※以下の事項はあくまで参考です。自社の状況に即してご記入ください。
・現在の事業の概要（主な商品・サービス、業界の特性）
・自社を取り巻く環境や市場動向、経営上の課題認識
・現在の重要顧客に対して提供している価値と、自社が選ばれている理由
・創業時または事業承継時の想い、経営において大切にしている価値観や方針



２　今後、どのような会社を目指していきたいか
	※以下の事項を参考に、計５００～１，０００字程度で記入してください。
※以下の事項はあくまで参考です。自社の状況に即してご記入ください。
・今後、どのようなお客様に、どのような価値を提供できる会社になりたいか
・その価値提供を実現するために、業務体制や働き方、組織のあり方をどう変えていきたいか
・現在と比べて、どのような点が変化していれば「目指す姿に近づいた」と言えるか
・将来的に目指す企業像や、地域内・業界内でのポジション（あれば）



３　目指す姿とのギャップと課題
	※２で記入した将来像と事業の現状とのギャップから見える経営課題について、以下の事項を参考に、５００～１，０００字程度で記入してください。
※以下の事項はあくまで参考です。自社の状況に即してご記入ください。
・将来のお客様像や価値提供の実現に向けて、現時点で不足・不十分な点は何か
・日々の業務や意思決定における非効率、属人化、情報の分断などの課題はあるか
・提供している価値が顧客や取引先に十分に伝わっていないと感じる点はあるか
・業務の進め方、組織体制、人材育成、情報共有の仕組みなど、デジタル活用分野に限らず幅広い観点から課題を記載すること



４　課題解決のための取組の概要と目標（ゴール）
	（１）今後の取組（予定を含む）

	※３で記入した課題を解決するために、データやデジタル技術を活用して取り組む内容を、できるだけ具体的に記入してください。
※今回の伴走支援で実施する取組内容以外も含めて記入してください。
※既に着手している取組については、「現時点で取り組んでいる事項」に記入してください。
※記入方法は箇条書きでも文章でも構いません。


	（２）現在の取組（実施中）

	※すでに実施しているデジタル活用の取組があれば記載してください。
※記入方法は箇条書きでも文章でも構いません。



	（３）取組によって目指す姿（成果目標）

	※上記の取組によって実現を目指す状態・成果を、できるだけ定量的に記載してください。
（例：「作業時間〇％削減」「納期〇％短縮」「属人業務を〇名体制化」「検査業務の自動化
率〇％達成」など）
※記入方法は箇条書きでも文章でも構いません。



	（４）予算額（概算）

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
※上記取組の実施に必要と見込まれるおおよその費用で構いません。









５　本事業で伴走支援してほしい内容
	（１）本事業で伴走支援を希望する取組

	※４（１）で記載した内容のうち、専門家による伴走支援を希望する取組について、具体的に記入してください。
※記入方法は箇条書きでも文章でも構いません。

	（２）本事業で伴走支援してほしい内容

	※（１）の取組を実施するうえで、専門家による伴走支援を希望する事項について、以下の２点を可能な範囲でご記入ください。
・支援が必要な理由（どこに悩みや課題があるか）
・具体的に支援してもらいたい内容（わかる範囲で）
※記入方法は箇条書きでも文章でも構いません。
※支援内容は申請後、専門家と相談のうえ決定します。



６　ＤＸに向けた取組みを担う主な組織（部署）体制
	組織（部署）名
	
	人数
	

	主担当者①
（役職・氏名）
	

	[bookmark: _Hlk168491533]①の実施する職務・役割
	

	担当者②
（役職・氏名）
	

	[bookmark: _Hlk168491569]②の実施する職務・役割
	

	担当者③
（役職・氏名）
	

	③の実施する職務・役割
	


（注１）組織（部署）の担当者は、最低でも１名（主担当者）を記入すること。
（注２）担当者の欄は、必要に応じて行を追加しても差し支えない。	
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